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学校関係者の
意見・要望

今後の改善方策
次年度への課題

（★学校関係者評価を受けて）

魅
力
あ
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教
育
活
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て
る
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授業改善 わかりやすい授業
を進めるととも
に，「自ら調べ，
すすんで他と関わ
り，学びを深め
る」授業づくりに
努める。 Ａ Ａ

・デジタル教科書など，ＩＣＴを活用した授業
に積極的に取り組むことができた。
・アクティブラーニングを意識した授業を行っ
ている。
・各教科で，わかりやすい授業をするように工
夫をしている。
・問題解決的学習を取り入れ，他の生徒の考え
を吟味し自分の意見と比べたり組み合わせたり
しながら授業を行った。
・特別支援学級では，個別に細かく対応して指
導している。自分で調べたり，話し合いなどの
関わり合いをもったりしてコミュニケーション
活動を工夫して行った。

Ａ

・タブレットやパソコンを
使用した授業は，時代に即
し，子どもたちの興味のあ
るものになっている。次年
度にも生かすことができる
ように今後も積み重ねて
いったほしい。

・新学習指導要領を全職員で
理解し，「主体的・対話的で
深い学び」を意識した授業を
進めていく。
・答えを導き出すうえでの家
庭を大切にする指導をするこ
とで，自分の考えをもてるよ
うにする。
★タブレットの置き場所等を
工夫し，更に使いやすくす
る。
・学ぶことが楽しくなる授業
づくりの研修をもっと行う。

諸
活
動
を
通
し
て
、

思
い
や

り
の
心
、
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ら
を
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る

心
、

感
謝
す
る
心
、

挑
戦
す

る
心
を
育
て
る
。

人間関係
づくり

考える道徳の授業
づくりのいっそう
の推進を図るとと
もに，社会の一員
としての自覚を高
め，主体的かつ建
設的に他と関わる
能力の育成をサ
ポートする。

Ａ Ａ

・行事や学年の様子に合わせた題材を選んで授
業を行うことができた。
・教科書「新しい道徳」がとても使いやすくな
り，道徳の授業が充実している。
・道徳の授業を水曜日の１限に固定すること
で，学年で足並みをそろえて授業を行った。同
じ題材で行うことで，授業の後，生徒の反応に
ついて担任同士で話し合いことができた。
・ロールプレイングやアソシエーションを取り
入れた授業を行うことで，具体的な場面を想定
し主人公の心情に寄り添うことができた。

Ａ

・友達のよいところを見つ
ける目を養うことはとても
よいことである。メッセー
ジカードを続けていくこと
で，自分では気がつかない
自分のよさを見つめ直す場
となることを期待してい
る。本音を出すことも少な
いので，そのいう機会にし
てもらえればと思う。

・計画的に授業を行うことと
合わせて，日常生活に合った
授業を取り入れていく。
・教師用の教科書が各クラス
にあるとよい。
・来年度も学年で時間割をそ
ろえて行う。
・板書や教材の工夫をもっと
行うようにする。板書データ
や教材を蓄積していく。
★自己有用感を高める道徳の
授業を継続していく。
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生徒活動
の活性化

生徒がすすんで取
り組む活動を奨励
し，取り組みの姿
勢や成果から形成
的に個の成長を認
め，達成感と自己
有用感を育てる。 Ａ Ａ

・生徒会活動として各行事の運営やさまざまな
キャンペーンの企画や運営を行った。
・合唱コンクール，体育祭など，生徒と教師が
一体となって練習をする光景が見られた。生徒
たちには貴重な経験になった。
・生徒主体の活動を進めるために，級長会で学
年の課題を見つけ改善したり，級長会だよりを
発行したりした。
・行事や諸活動において，「なぜやるのか」を
生徒に考えさせる時間を設け，主体的な取り組
みができるようにした。

Ａ

・生徒会で取り組んだハイ
タッチキャンペーンなどを
来年度も続けていってほし
いと思う。ハイタッチキャ
ンペーンを始めた当初は恥
ずかしがっていた子も回を
重ねるごとにコミュニケー
ションがとれるようになっ
たと聞き，とてもすばらし
い活動だと感じた。
・「なぜやるのか」を考え
させる活動は目標設定につ
ながるので，とてもよいと
思う。

・現在の活動を継続しなが
ら，他学年との情報交換を密
にし，よいものを積極的に取
り入れるようにする。
★リーダー会などの活動を続
け，考えて動く力や企画する
力などを更に伸ばす。
・より広い視野でよりよい学
校というものを考えられるよ
うにしていく。
・清掃，挨拶についてもう一
度見直しをする。

安心・安
全な学校
づくり

周囲との関わり合
いを大切にさせ，
子どもたちの居場
所づくりや自己肯
定感を高める指導
に努める。 Ａ

・生徒同士の関わりはとても温かい。
・保健室が生徒にとって大きな心の拠り所に
なっている。一人一人丁寧に対応し，悩み相談
にもあたっている。
・行事後の「ありがとうカード」や帰りの会で
の「友達のよいところの紹介」など，自己肯定
感を高める活動が十分に行われている。
・学級所属意識や行事への意欲度も高く，雰囲
気のよう教育活動を推進することができた。

Ａ

・生徒が存在感や自己有用
感を感じていることはとて
もよいことである。給食参
観を通して，男女隔てな
く，仲睦まじくコミュニ
ケーションをとっている様
子を見ることができた。

★他の生徒を大切にする心を
育てる指導を今後も続けてい
く。
・保健室を頼りすぎてもよく
ないので，生徒一人一人も自
ら解決する力をつけさせてい
く。
・ＱＵや日頃の生徒観察，生
活日記を通して生徒同士の人
間関係を教師も把握し，居心
地のよい学級づくりを行う。

多忙化解
消に関わ
る業務改
善

行事や諸活動・会
議の見直し・精選
を行い，よりよい
教育活動を目ざす
とともに，教職員
が心と時間に余裕
をもって取り組む
ことのできる体制
づくりを進める。 Ｂ

・年度終わりに校務分掌ごとに年間の活動の振
り返りを行い，精選をしている。
・合唱コンクールの朝練習を廃止するなど，少
しずつではあるが見直しを行った。
・行事は相変わらず忙しいが，意欲をもって
行っているので難しい面はある。
・働き方改革を進めると言いながらもやること
が多く，時間的な余裕が生まれていない。
・職員の意識は変わりつつあるが，まだ精選と
までは至っていない。
・仕事が精選されていないため退校時間が遅く
なっている。

Ａ

・先生方がいろいろな仕事
を抱え忙しいとは思うが，
書類作成の簡素化等によっ
て時間をつくるようにして
いただきたい。そうするこ
とで，子どもたちと関わる
時間を増やすことができれ
ばと思う。
・電話応答サービスも浸透
してきたが，緊急時は連絡
をとることができ，職員が
対応できるようにしていた
だきたい。

★行事の振り返りを生かし，
よりよい教育活動になるよう
な行事の内容にしていく。
・思いきって削れるものは
削っていく。
・ペーパーレス化を進める。
・テスト最終日の部活動を休
みにする。
・学校行事の精選を進める。
★職員会議以外の資料も事前
に配付し目を通した状態で会
議を行う。打ち合わせも書面
で済ませられるものは書面で
済ます。
・テスト日の会議は開始時刻
を早める。

教
職
員
相
互
の
信
頼
と
協
力
体

制
を
基
盤
と
し
、

創
意
と
活
力

に
満
ち
た
学
校
教
育
の
創
造
に

努
め
る
。

教職員の
力量向上
と連携・
協力

現職研修を計画的
に進め教職員の専
門性を高めるとと
もに，職員の持ち
味を生かし，連
携・協力体制を強
めた組織的な教育
活動を展開する。

B B

・新学習要領，ＱＵ，救命講習，アレルギー対
応などの研修が計画的に進められた。どれも生
徒の対応に生かせる研修であった。
・各学年代表１名による授業研究を行うことが
できた。協議会の意見交換も活発に行われ，指
導力向上に役立った。
・相互授業参観が行われているが，一人も見に
来なかったということもあり，形骸化している
ように思われる。

Ａ

・子どもたちのアレルギー
対応のために，どの先生が
見てもわかるように教室に
貼り出して安全対策をして
いるのはとてもよい。今後
も続けていってほしいこと
である。
・安全にかかわる研修はと
ても大切なので，今後も計
画的に進めていただきた
い。

・新学習指導要領についての
理解を更に深める研修を行
う。
・普通学級と特別支援学級の
担当者との連携を常にとるよ
うにする。また，学年をこえ
たつながりをもつ。
・公開授業を計画的に見通し
をもって行う。時間を教科部
会で決め，同じ教科の職員は
参観ができるようにする。
★喫緊の課題に対する研修を
今後も継続していく。

保
護
者
や
地
域
と
の
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力

体
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を
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協
働
し
て

生
徒
の
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全
で
前
向
き
な

生
活
を
支
援
す
る
。

保護者・
地域との
協力体制
強化

保護者や地域との
情報交換，協力体
制構築に努め，安
心で機能的な学校
づくりを進める。

Ａ Ａ

・学校公開日を設定し，行事や授業の様子を保
護者の方に見ていただく機会を多く設けてい
る。
・ホームページを通して，生徒の活動の様子を
伝えている。
・保護者との連絡等，協力的に行えている。
・こまめな家庭連絡や訪問により，家庭とのつ
ながりを強めることができた。
・クレーム対応が大変そうな担任がいる。

Ａ

・校区の方から学校を支え
る体制をとっていきたい。
校区の子どもたちのために
大人が何をしてあげられる
かを考えて活動していくよ
うにしたい。

・学校評価アンケートの結果
をもとに改善策を講じる。
★校区各種団体やＰＴＡとの
連携を通して，生徒の健全育
成に努める。
・保護者とのつながりは，卒
業生の親も含め大切にしてい
く。卒業生の親からも進路に
ついて貴重な情報をいただ
く。(特別支援学級)
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【自己評価　　Ａ：十分に達成されている　　Ｂ：概ね達成されている　　Ｃ：あまり達成されていない　　Ｄ：ほとんど達成されていない】

【総合評価　　自己評価をもとに、上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄで評価】

【関係者評価　Ａ：適切である　　Ｂ：概ね適切である　　Ｃ：あまり適切ではない　　Ｄ：適切とは言えない】
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重点努力目標（評価項目）
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